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のみである7。 ＜写真 1＞ パカムの社 
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 タクラーン村には Surin Elephant Study Centre（以下、センター）とい
うエレファントショーのためのスタジアムや博物館を備えたスリン県自治体
の管理する観光施設がある。センターでは、ゾウを観光商品としてタクラー
ン村周辺地域とスリン県の観光開発を目指す Surin Elephant World Project
がスリン県自治体によって実施されている。また、センターと隣接した土地
では、タイ王国動物園機構が、ゾウとクアイ文化の保護と、観光による地域













 タイのゾウは、アジアゾウであり、1939 年の荷役動物法（Beast of Burden 
Act）により荷役動物として位置づけられている飼育ゾウ（chang-liang/ban）




















価値を高めることとなる。2002 年には TECC の名称が National Elephant 
Institute（以下、NEI）に変更された。NEI はゾウを国家の象徴として位置
づけ直すことで、保護の必要性を訴えるとともに、個別に所有されているゾ
ウを NEI の統率下に置くことを試みた。NEI の試み自体は実現しなかった
ものの、これにより、ゾウが国家の象徴として保護すべき存在であるとの認
識がタイ国内で高まることとなった。 











ではなく、TECC や NEI の存続のため、飼育ゾウを人間との関係から切り
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新人でまだゾウを捕獲することが出来ないモージャー（moja）、1 頭から 5 頭
のゾウを捕獲した経験のあるモーサディアン（mosadiang)、6 頭から 10 頭
のゾウを捕獲した経験があるモーサダム（mosadam）、モーサダムのうちク
ルーバーヤイによって次のゾウ狩りのリーダーとして指名されたクルーバー
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3 本稿では特に『伴侶種宣言―犬と人の「重要な他者性」（The Companion 
Species Manifesto: Dogs, People, and Significant Otherness）』 [ハラウェ
イ 2013b, Haraway 2003]及び『犬と人が出会うとき―異種協働のポリティ











られた「音声転写法によるタイ字のローマ表記法(Royal Thai General 




6 National Statistical Office of Thailand の 2018 年 12 月の統計によると
スリン県の人口は 1,397,857 人となっている。 
7 クアイの中でもゾウと暮らしている人々はクアイ・アジアン（kuay-ajiang）
と呼ばれることがある。アジアンとはクアイ語で「ゾウ」という意味である。 
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